
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本中に熱狂と感動をもたら

した 2019 ラグビーワールド

カップでした。黒川まさる市議

にとっては10年間にわたる取

り組みだったと、その裏側を語

ってくれました。 

 

 

 

 2005 年に初当選した際に

旧知の横浜市ラグビー協会会

長から「協会の顧問にしておい

たからよろしく。」と言われま

した。その後何もなく忘れてい

ると 2008 年になり突然「日

本がラグビーＷ杯に立候補す

るのに、横浜市は開催都市に手

を挙げないと言っている。顧問

の黒川が何とか説得しろ。」と

頼まれました。 

 調べてみると、横浜国際総合

競技場をラグビー仕様に改修

するのに30億円以上の資金が

必要で、横浜で決勝戦や開幕戦

が出来るわけでもないし、ラグ

ビーでは７万人の観客席を埋

められないだろう。横浜市が立

候補するメリットはないので

はとの見解でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで神奈川県を説得し、横浜

市単独の立候補でなく横浜・神

奈川として立候補しようと国

や県と調整、費用負担も県と折

半することで立候補締め切り

の一週間後に日本ラグビー協

会に立候補届を提出しました。 

2014 年には東京都がラグ

ビーＷ杯、オリパラに向けて建

設を計画していた国立競技場

が設計の課題や高騰する建設

費を巡って迷走し、ラグビーＷ

杯に間に合わなくなり、横浜が

メイン会場として浮上し、市長

やスポーツ担当部署はようや

くやる気になってきました。 

 

 

 

2015 年にはロンドンを視

察し、ロンドン五輪以降の英国

スポーツ躍進の秘訣を探ると

ともに、ラグビーＷ杯の準決勝

を五輪スタジアムで、決勝戦を

トラファルガー広場でのファ

ンゾーンで体験するとともに、

次回開催地の日本・横浜の PR

をしました。南アフリカ戦の奇

跡の勝利や五郎丸選手の活躍

でようやくラグビーに注目が

集まってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帰国後『ラグビーＷ杯2019

を成功させる横浜市会議員の

会』を立ち上げ、黒川市議は事

務局長として、横浜での盛り上

げ、キャンプやファンゾーンの

提案などに取り組みます。 

 東京の組織委員会本部で意

見交換を行った際には、議員全

員で横浜市会オリジナルの日

本代表ジャージで乗り込み、ワ

ールドラグビー本部から出向

で来ていた外国人スタッフた

ちにも大感激されました。 

  

 

 

 W杯期間中は、臨港パークで

のファンゾーン、金沢公会堂で

のパブリックビューイング、横

浜で開催された6試合、インタ

ーネットやマスコミの報道で

の国民的な盛り上がりや、世界

中からの日本チームや日本国

民に対する賞賛などなど、夢の

ような感動の毎日でした。 

来年はいよいよ東京五輪で

す。横浜では野球・ソフトボー

ル・サッカーの熱戦が繰り広げ

られます。この２年間のレガシ

ーを市民全体で分かち合える

取り組みに挑戦すると黒川市

議は力強く語ってくれました。 



 

 

 

 今年の秋は集中豪雨、台風

15 号・19 号と、巨大な嵐が

金沢区を襲い、大きな被害をも

たらしました。自然の猛威への

対応と危機管理に関して黒川

まさる市議がリポートします。 

 

 

 

 9月3日の集中豪雨では、区

内各地で冠水、土砂崩れが発生

しました。横浜市では私たち自

民党が議員提案によって成立

させた『横浜市災害時自助共助

推進条例』に基づいて横浜市建

設業協会と締結された災害協

定に則って地元の建設事業者

が災害時には自主的にパトロ

ールを行い、区役所や土木事務

所からの要請があれば直ちに

対策に着手してくれます。 

 

 

 

 

 

 

 豪雨の直後、黒川市議に釜利

谷在住の人から君が崎の陸橋

の先でマンホールから噴水の

ように水が噴き出していると

連絡が入り、現場に行ってみる

とマンホールの周りのアスフ

ァルトが剥がれて、車の通行に

支障が出ていました。地元の建

設業者が来てくれていて早速

修理を手配、翌朝にはすっかり

元通りになっていました。 

六浦から逗子に抜ける池子

トンネルの手前でも土砂崩れ

がありましたが、こちらも2日

後には復旧しました。現場では 

 

 

 

数社の建設業者の社長さんた

ちが人手不足だからと自らダ

ンプやユンボを運転して作業

にあたってくれている姿が頼

もしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数十年ぶりに横浜に上陸・直

撃した台風15号では、区内数

か所で土砂崩れが発生。環状４

号線は朝比奈地区の土砂崩れ

で通行止め、泥亀では足場の倒

壊で国道１６号線がストップ。

区役所は住居地域の生活復旧

が最優先とのことでしたが、翌

朝から黒川市議のスマホには

福浦・幸浦の企業経営者の仲間

から次々と現場の被害の様子

が送られてきたそうです。 

 

 

 

台風による高潮・高波は護岸

のコンクリートの堤防を数百

ｍにわたって破壊し、海岸沿い

から数１０ｍも内陸部に１ｍ

以上の海水が浸水し、護岸のそ

ばの事業所では一階部分はガ

ラス窓、壁が破壊され、机や椅

子、コピー機や冷蔵庫などあら

ゆるものが道路に散乱して、社

用車や工作機械や車両も流さ

れました。断水・停電も続き、

企業のみなさんは社員総出で 

 

 

 

片づけを始めますが、翌朝は交

通もマヒしており、人的被害が

なかったことからも行政の対

応は進みません。黒川市議は企

業から送られた大地震の直後

のような写真や動画で事態の

深刻さを実感し、それらの写真

を港湾局・区役所・道路局・経

済局・危機管理室などに次々と

送り、各局長や副市長に直接電

話をして対応を求めました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

黒川市議からの写真や報告

を受けてすぐに、各局の担当部

長級による臨海部工業地帯の

対策のための会議が招集され、

各局長間でも情報が共有され

て対応策がスタートしました。

港湾局は海洋土木建設会社と

の災害協定に基づいて、護岸の

応急処置と、各事業者から出て

くるがれきの撤去と移動、資源

循環局は可燃ごみの処理、環境

創造局は下水道の清掃や緑地

帯の倒木の撤去、経済局と消防

局は被害状況の把握のための

各事業所への聞き取りなど、そ

れぞれの局が役割を分担して

各企業が一日も早く事業を再

開できるよう応急処置と復旧

への動きがスタートしました。 



  

 

 

台風の２日後には、市長や港湾

局長が現地の状況を視察。自民

党横浜市連からの要請を受け

てその翌日には菅官房長官が

報道機関とともに現地を視察

し、企業のみなさんに寄り添っ

た復旧・復興を着実に実施して

いくと、その場で市長とともに

記者会見を行い、宣言しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 がれきの撤去や清掃作業が

一段落すると、企業のみなさん

にとっては経営の継続が最大

の課題となります。福浦や幸浦

の事業所の多くは、横浜市内の

各地から４０年前に政策的に

移転を促され、移ってきた企業

です。急速に人口が増えた当時

の公害対策や騒音対策に応じ

て移転してくれた企業に対し

て横浜市には責任があると黒

川市議は訴えます。初期の対応

が一段落すると、企業に対する

支援策の検討も横浜市・神奈川

県・国との間で始まりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災事業所は 400社以上、

被害額は平均１千万円と判明

し10億円以上の被害があった

企業も10社以上ありました。 

現在、金沢区福浦に経済局の

相談窓口を作って対応してい

ますが、補助金は被害額の4分

の3を行政が補助、それ以上の

被害は横浜市が単独で１０％

を補助する仕組みをそれぞれ

上限 3000 万円で設定。1 社

最大 2.8 億円の緊急融資は横

浜市が全額利子を負担、２年間

の返済猶予も設け、１１月の議

会で可決承認しました。この台

風での被害が原因で廃業や倒

産などがないよう、寄り添って

支援していくことが大切だと

黒川市議は力説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 翌月の台風１９号は事前の

報道などで「最大級の台風・命

を守る行動を。」との報道もあ

って、区内６か所の避難所に過

去最高の人数が集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 金沢産業団地の各企業から

も心配の声が寄せられ、車両が

再び海水に浸水しないよう避

難先を確保して欲しいとの声

が上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

黒川市議はすぐに港湾局や

経済局に連絡をして、港湾局で

は１㌧の土嚢をさらに一列並

べる、経済局では車両の避難場

所を確保することとなりまし

た。各企業から要望を聞き、学

校予定地、財務省所管の空き地、

公園予定地、動物園の駐車場、

産業振興センターなどに振り

分けて 350台の車両をわずか

３日で移動出来たのは各局が

素早く連携できたからです。各

事業所でも土嚢やブルーシー

トで浸水を防ぐ措置を行い、被

害は最小限に抑えられました。 

 金沢区選出の横浜市会議員

として緊急対応はうまく出来

たが、広域の大災害の際に同じ

ことを全議員がやれば大混乱

になる。議会の大災害時の事業

継続計画は再検討すべきだと

黒川市議は提案しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国政におけるＩＲ整備法や

ギャンブル等依存症対策基本

法などの成立を踏まえ、ＩＲ

（統合型リゾート）の議論が横

浜でも始まっています。 

 ８月２２日の林市長の誘致

表明を受けて、９月３日の第三

定例議会の初日、黒川まさる市

議は自民党を代表して議案関

連質疑に立ちました。 

 東京に近くて、ディズニーラ

ンドのような圧倒的な観光資

源もなく、大企業の本社も少な

くて法人税収も脆弱。インバウ

ンドの取り込みも進まず、高齢

化が進み生産人口が減少し続

けるというのが横浜市の現状

です。安定的な税財源を確保す

るとともに、都市の魅力を高め、

大きな雇用を生み出し、周辺の

観光施設や飲食店などにも好

影響を与えるＩＲの受け入れ

は、依存症対策や犯罪対策など

のマイナス要因を払しょくす

ることができるのであれば、検

討する価値のある事業ではな

いかと黒川市議は問います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のところ、反対の声が大 

きく聞こえていますが、イメー

ジや伝聞によって、内容が正し

く伝わらずに反対と言ってい

る人も多いようです。パチンコ

店のように町中にカジノが出

来るのではと心配している人

に、市内に１か所だけ認められ

たＩＲ施設の中でカジノの面

積はわずか３％しかなく、日本

人は入場料金が６千円かかる。

他には会議施設・展示場・劇

場・美術館・ショッピングエリ

ア・ホテルなどが出来る。青少

年の目につくような場所には

広告は一切露出させないなど

と説明すると、それなら良いの

ではないかと意見が変わるこ

とも多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 場所は、山下公園の氷川丸の

南側、山下ふ頭が有力な候補地

で、現在既存の倉庫を次々に撤

去している最中です。様々な事

業希望者から案が出ています

が、会議施設や展示場の面積は

１０万平米以上で既存のパシ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

フィコ横浜の４倍以上、ホテル

の客室も３～５千室、一流のエ

ンターテイメントが楽しめる

施設や美術館、子供たちが遊べ

る楽しいアトラクションが出

来る計画もあります。 

 

 

 

 

  

それぞれの施設やカジノか

らもたらされる税収予測（納付

金・入場料・法人税・固定資産

税・都市計画税）は約１千億円。

ちなみに横浜市の昨年の法人

税収入は５３９億円です。 

 まだまだ議論は始まったば

かりですが、市民の不安が払し

ょくできない、ＩＲ事業者に対

して横浜市や議会が提案出来

ない、懸念に対する対応が不十

分だと判断すれば議会は議案

を否決し、問題ないと判断すれ

ば先に進めます。しっかり議論

を重ねて結論を出していくこ

とが私たち議員に求められて

いると黒川市議は語ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


